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根域制限栽培における土壌母材毎の樹体の水分ストレス特性と果実品質 

［要約］根域制限栽培の土壌母材により、玄武岩質土壌では水分ストレス付加が緩やかで、極

端に強い水分ストレスは付加されにくく、収穫期の果実品質も良好である。安山岩、花崗岩質

土壌では水分ストレスが付加されやすく、特に花崗岩質土壌では夏秋期に 2 日おき程度の頻繁

なかん水を要するが、収穫期にはやや酸高果となりやすい。 
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［背景・ねらい］ 

 

  根域制限栽培では、樹勢維持や目標品質とするための水管理が重要な管理作業となる。そこで、

県内主要母材を培土に用いた場合の、マルチ被覆後の樹体への水分ストレス付加特性と果実品質の

推移について明らかとし、適正な水管理を行うための資とする。 
 

 

［成果の内容・特徴］ 

 

1. 玄武岩質土壌は、マルチ被覆後の水分ストレスの付加が緩やかであり、夏秋期の乾燥条件

下においても、水ポテンシャル値は-1MPa 前後で推移し、極端に強い水分ストレスは付加さ

れにくい（図１）。 

  

2. 安山岩質土壌は、マルチ被覆後20日程で水ポテンシャル値は-1MPa程となり、水分ストレ

スが付加される。乾燥条件下においては、かん水後 3 日程で水ポテンシャル値は-1MPa 以下

となり、かん水を要する（図２）。 

 

3. 花崗岩質土壌は、マルチ被覆後 14 日程で強い水分ストレスが付加される。乾燥条件下に

おいては、かん水後1、2日で水ポテンシャル値は-1MPa以下となり、頻繁なかん水を要する

（図３）。 

 

4. 果実糖度は、水分ストレスの付加程度により上昇の推移が異なるものの、収穫期には各母

材ともに13度以上となっている。収穫期の果実酸度は、水分ストレス付加の大きい安山岩、

花崗岩質土壌で収穫期の値が1.2％程度とやや高い（図４）。 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

 

1. 玄武岩質土壌では、気象条件によっては土壌乾燥が極端に進まないことも考えられるため、

その際には水分ストレスを付加させるためのマルチ開閉を行う。 

 

2. 花崗岩質土壌では保水性が劣り、土壌水分の減少が著しいため、粘質土壌の客土といった

培土の調整を行う。 

 

 

 



［具体的データ］ 

図１　玄武岩質土壌における樹体の水分ストレス推移
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図２　安山岩質土壌における樹体の水分ストレス推移
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図３　花崗岩質土壌における樹体の水分ストレス推移
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図４　土壌母材による果実品質の推移
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 注）供試樹は 7年生興津早生。マルチはビニル資材を用いて 2003 年 7 月 15 日より収穫時まで被覆。か

ん水は水ポテンシャル値が-1MPa 以下を目安に、調査日の夕方に実施。マルチ期間中の 1 樹当たり

の総かん水量は、玄武岩質土壌で 120 リットル、安山岩で 420 リットル、花崗岩では 400 リットル

であり、各土壌ともに1回当たりのかん水量は10～20リットル。 
［その他］ 
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